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1.まえがき

世界最大の島グリ-ンランドほど名前とその景観の異をる土地 も他にはないと思われるo tt禄の島 "

ではなく,大部分を占めているのは広大を氷であD,むしろtt白い島 "と呼ばれるのがふさわし囚7id.ど

である｡

このグリー1/ラン ドは,日本の6倍という

その面積 (217..6万Km2)の大いさにも拘

らず,85%が北極圏内にあ9,83%が

氷河に覆われるという自然環境の為に,様

々を意味での開発から残されてきた｡クリ

-ンラン ドの調査は古 くは,Scoresby

父子 (1822),F.Nansen(1886

-8),或いは調査途中この地で亡 く怒 っ

たA.Wegener( 1 9 1 3 ,1 9 29- 3 1 )

をどによって行われて海岸線の状態が明ら

かにされてきたが,内陸部の調査が本格的

に始まったのは第二次大戦後である｡特に

北半球唯-つの巨大を大陸氷床としての学

術的価値,及び航空基地 としての重要性が

増 したことがその理由と言える｡ 1949

-51年のフランス探検隊をはじめとして

本国デンマーク,イギ1)ス,及びThul.e

をは じめいくつかの航空基地を持つアメリ

カなどの調査によって,その氷床の表面形
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第 1図 グリ-ンラン ド氷床等高線図
(Mock,1967)
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態･気象状況･或いは基盤地形をどが明らかにされてきつゝある8 しかし日本では南極に比べ,その位

置をどから比較的知られていない面が多いと思われるので･最近の問題点を中心に,グリーンランドの

自然環境について紹介を試みたい｡

2.氷床について

@
前述のように面積の約 83%･ 180･2万Kd が氷河に覆われているが,そのうち172.6万Km2が

Greenland Ice Sheet といわれる大氷床であるoこの氷床は最高所で3000m以上にも達

し･周縁部を除いて殆ん ど全土を覆 う巨大を ドーム状を呈 している.その表面は第 1図に示すように,

ほ 北ゞ極圏を境にして大小 2つに分けられるo しかもそれぞれの形は対称的ではなく,北側の大面積の

方は最高点が南東方に偏 し, 71cN,38oW付近で3300mを示し,南側のものはや 東ゝに偏 して
(第 3図 )

640N･45oW付近で2900mに達する｡氷床は中央部で厚 く次第に薄 く在って,幅数Kmの巨大を

Outlet glacier,谷氷河, ice cliff･或いはramp と呼ばれる45oiでの斜面で終って
@

いる｡氷床が海岸に達している所では,氷山 として海面に分離流出され,これがラブラドル海流,グl)

第 2図 等降水量線図 (Mock,1967)

-ンランド海流にのって南下し,時に北大

西洋航路の船を脅やかしている｡

氷床の体棟の測定は次節で述べるように

基盤の地形と密接に関連 し,観測点の不足

から推定の域を出をいが,フランス隊の
@

Bauer(1955)紘,弾性波や重力測

定によって,氷床表面の平均高度を2135

m,基盤の平均高度を620m,氷床の平

均の厚さを1515ふと測定 し,総体積を
*

2.59×106 K7㌦と推計した｡これは融

解 した場合,海面を6.57花上昇させる量で

あb'現存の世界の氷河体積の約9.7%に

相当する｡

現在の氷河は,基盤高度が雪線以下であ

る点から洪積世の氷期の産物であれ 当時

のグT)-ンラン ド氷床の規模は当然現在よ

b大きかったと考えられるが,Flint
亘1

(1957)は,最拡大期の面積を2160000
Ee

Km2と推計している｡氷床の拡大の範囲が

* Cailleux(1949)の測定によれ

淋 この数値をもとにして戸谷洋 (1966Ill;.1'ミ

1.3-36.3×106 Km3

は体積を3.46×106Km3 と推定 している｡
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どの程度.のものであったかはっきbはわからをいが,

D.Ⅰ.Smith(1961)によれば,Ellesmere

島はグリーンラン ド氷床では浸く局地的を氷冠に覆

われたという｡W.Davis(1963)はPeary

Landについても同様のことを述べているが,
@

Krinsley(1961)は後者はグリーンラン ド氷

床に1度は覆われたと述べておD,クリ一一ンラン ド

氷床の北方-の拡大の範囲はまだ確定出来ない｡

氷床の収支は,収入 としての降雪量 (降水量 )と

支出としての氷床表面での融解 ･昇華 ･蒸発,周辺

での分離流出,風による雪の輸送をど諸要素のバラ

ンスであ9,測定が困難である｡

現在,谷氷河や氷帽においては汎世界的に縮少傾

C′C
三-I.---圭t:-'---
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第3図 グリーンランド氷床断面図

(Fristrup,1964)

向にあるが,デーク不足から氷床の収支については意見が分れておD,定説は覆い｡最初に氷の収支を

推測 したF.Loewe(1936)及び,C.S.Benson(1961.62)は,均 衡説を主張 し,A.Bauer

(1955)は大幅に縮少 していると考えた｡ H.Ba°er(1961)紘,氷床の北半は増加の傾向にあD,

南半は減少の傾向にあると述べている｡以上は主に降水量に基づ く推定であるが,B.Fristrup
⑥

(1964)によれば,氷山による損失 と氷河の消耗は非常に大 きいので,収支についての推算は現在の

ところ不可能であるとい う.

年平均降水量は氷の収支を決定する最 も基礎的要素であるが,広い大陸氷床上では風の影響が強く正

確を測定は難か しい｡第 2図によれば等降水量線は非対称形を示 しておb,これは氷床の表面形,大気
@

循章のパターン,湿潤気団の分布などに関係 しているとい う｡北-いくほど減少 しているのは,大西洋

の湿潤気団から遠ざかる為であD,･最大値が氷床の中心の西側にあることは,高圧部 としてのグリーン

ラン ドから周囲-の吹 き出しが西側でよb強い理由となっている｡

3.基盤地形について

氷床下の基盤地形に関する知識は従来殆ん ど欠け,単に卓状であろうと考えられてきた｡しか しフラ

ンス隊の調査によって,周縁部の山脈に囲まれた盆状の楯状地 (shield)であることが判明して以来,

次第に詳細が明らかとなってきた｡ (第 3図 )しかも,その約 30%は海面下の深度を持ち,アイソス

クティック夜上昇を考慮 しても,氷河の夜かった第三紀にはグリーンラン ドは一つの大きな島ではなく,

三つの島に分れていたであろうとまで言われている｡第 4図のように最深部は氷床表面とは逆にや 北ゝ

西に偏 してかD,氷床をとbまく山脈 も対称形では浸く東の方が高い｡､中央を広 く占める楯状地の表面

も第 3図のようにかなb起伏があると考えられている｡

- 55-



楯状地と氷床の関係についてCai1leux(1952)はもともとある程度盆状の土地に氷床は発達 し

やすいと考え'周辺山地の谷氷河の末端が前進 しっ 盆ゝ地床を埋めて,表面が雪線を越えると以後急速

に氷床 として発達すると考えた.同様を例はアイスラン ドの氷帽 vatna..Jfi･kul1(730m)にもみら

れるという｡ これに対 してFristrup(1963)は第 5図のようを独自の説を述べている｡ 彼によれ

ば,周辺の山地上の万年雪や谷氷河が拡大して低地に至 D,合体 して一つの氷田をつくる点は同じであ

るが,中央の低地は,は じめから楯状地ではをく,第 5図 Ⅰのようにか声b起伏に富んだ地形であった｡

やがて,氷田が厚 く夜D,7イソスタティックを運動が起ると中央部は下降 し,盆状の楯状地が形成さ

れたというo グリーンラン ドの基盤は北縁を除いて大部分先カンブリアの片麻岩,花南岩から在ってお

れ ローレンシ7楯状地の延長であると考えられている｡Fristrupのような大胆を仮説は,まだ多

くの支持を碍ていをV,が,もし氷床の形成が楯状地を形成 したとするをらば,同様に洪積世に大規模を

氷床に覆われた,ローレンシ7,フェノスカンジ了についても再考される必雫があろう｡

しか し,氷床の形成は,は じめから核として氷冠状のものがあってそれが周囲に拡大 したのでは貴く,

氷冠や谷氷河などの山地氷河の延長'合体によって一つの大きな氷床が形成された という点ではほゞ 一

致 している｡

第 4図 基盤地形等高線図

(Flint,1957)
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4.まとめ- 今後の問題-

本報告では,クリ-ンラン ド氷床とその

基盤地形に関 して,最近のマクロ的問題に

ついて触れた｡この他周辺部の氷河の状態,

氷河氷の物理的性質に関する研究はかをb

行なわれておD,報告 も多い｡

氷床については,現在その体積の測定 と,

収支のバランスが最 も重要を課題である｡

さらにそこまで言及出来 をかったが,洪積

世の気候,及び現在の気候との関連を追求

することが,氷床の水分の供給源等氷床形

成のメカニズムの解明に不可欠の要素であ

ろう｡氷床の厚さや形状については谷氷河

等 と違 って形が単純夜ので力学的計算によ

って断面を求めようとする試みが古 くは

Nye(1952)やHaeferi などによっ

て行われているが,最近,空中レ-ダーに
⑧

よる測定方法 も行われておD,この方法は



従来の人工地震による方法に比べは 連ゞ続的･

といえる断面をしかも迅速に得られる点で勝

れているという,現在氷上及び周辺の観測点

の増加が最 も望まれるところであるが'それ

と共に空中観測の増大によって今後明らかと

をってくる点も多いと思われる｡

基盤地形は,最 も推測的要素の多い問題で

あるが,中でも,楯状地 と氷床形成の因果関

係は,興味をひ く問題であD,Fristrup

の投げた波紋は大きい｡

以上のようを問題は,単にグ リ-ンラン ド

氷床に限らず,南極を含めて大陸氷床全体に

か わゝる問題である｡現在,山地氷河の研究

はかをb進んでかD,今後,氷床に対する氷

河学的,地形学的研究が,過去の氷期の解明

の為にも進められていかねばをら夜い｡

付 記

この′｣＼稿は渡辺先生の膝下にあって氷河関

係の文献を蒐集整理させて頂いたもの 一ゝ部

をまとめた｡拙い夜がら先生の学風に深謝し,

謹 しんで捧げます｡
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第 5図 Fristrup による氷床形成 (1964)
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